
0037497

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

中央終末処理場に設置さ れている非常用発電機の修繕を行う も の

予 定 金 額 ３ ， ２ ８ ９ ， ０ ０ ０ 円

福岡市博多区上牟田一丁目１ ７ 番１ 号

三菱電機プラ ント エンジニアリ ング株式会社　 九州本部

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 今回修繕を行う 非常用発電機は、 中央終末処理場において、 停電等の

非常時に汚水処理等を行う ための電力を賄う 重要な設備である。

　 当該設備は、 設置後26年経過し 、 発電機の起動に必要な燃料噴射弁類

に経年劣化が見ら れるため部品交換による修繕が必要である。 修繕を行

わなければ、 非常時に発電機が起動できずに汚水処理等が行えなく な

り 、 水質事故につながるおそれがある。

　 本修繕は、 部品交換に伴う メ ーカ ー独自の調整が必要であり 、 当該設

備を 設置し た三菱電機の同グループである上記事業者でなければ確実な

施工が期待できない。 また、 仮に他の事業者が本修繕を 行っ た場合、 性

能保証が得ら れないおそれがある。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約をするも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年１ ０ 月１ ５ 日

契 約 金 額 ３ ， ２ ８ ９ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

６４５番 号

様式第77号（ 第161条関係）

公共処理場R6第18号　 中央終末処理場非常用発電機修繕

令和６ 年度　 随意契約理由書

１



0037893

上下水道局　 水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －４ ２ ７ ０ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

　 川東浄水場に設置し ている水道課監視ロガーシステムの機能維持のた

めの保守点検等業務を 委託するも の

予 定 金 額 ２ ， １ ５ ０ ， ５ ０ ０ 円

神奈川県横浜市都筑区茅ヶ 崎中央８ －３ ３ 　 サウスコ ア７
Ｆ

株式会社　 ネッ ト ワーク ・ コ ーポレーショ ン

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

  水道課監視ロガーシステム( 以下「 ロガーシステム」 と いう 。 ) は、 水

道課全浄水場系統の状態を２ ４ 時間リ アルタ イ ムに監視する専用ソ フ ト

等で構成さ れたシステムであり 、 上記事業者が設置及び導入し たも ので

ある。

　 ロガーシステム及び付帯設備を含めた点検を実施するためには、 構成

機器の専門的知識及び保守業務の豊富な経験が必要と さ れる。

　 こ の点、 上記事業者はロガーシステム設置時の施工事業者であり 同シ

ステムについて熟知し ている。 また、 継続し て保守業務を実施し ており

豊富な経験がある。

　 仮に、 本業務を他の事業者が請け負っ た場合、 確実な履行及び動作保

証が受けら れず、 目的を達成できない恐れがある。

　 以上の理由により 、 上記事業者でなければ、 本業務の適切かつ確実な

遂行が期待できないこ と から 、 同事業者と 随意契約するも のである。  

 

 

契 約 締 結 日 令和６ 年１ ０ 月１ ７ 日

契 約 金 額 ２ ， １ ５ ０ ， ５ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

６８３番 号

様式第77号（ 第161条関係）

原水R６ 第20号　 水道課監視ロガーシステム保守点検等業務委託

令和６ 年度　 随意契約理由書

２



0037743

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

　 雨水管理総合計画段階的対策計画において計画し た祝吉排水区におけ

るバイ パス管等の浸水対策に係る公共下水道事業計画の変更及び大規模

雨水処理施設整備事業計画の作成を 行う も の

予 定 金 額 ７ ， ３ ４ ５ ， ８ ０ ０ 円

宮崎市大字本郷南方３ ５ ８ ４ 番地１

株式会社　 日水コ ン　 宮崎事務所

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 本業務は、 祝吉排水区（ 下川東地区） の浸水対策工事を行う ために、

雨水管理総合計画段階的対策計画により 決定し た対策である雨水幹線及

び樋管の新設事業実施に係る公共下水道事業計画の変更及び大規模雨水

処理施設整備事業計画を 作成するも のである。

　 上記事業者は、 現行の本市における公共下水道事業計画策定業務を受

注し ており 、 本市の下水道事業の現状及び計画の諸元を熟知し ているた

め、 本業務においても 迅速かつ的確な履行が確保できる。

　 また、 同事業者は、 事業計画の変更に必要な諸元を決定する令和５ 年

度の「 雨水管理総合計画段階的対策計画等策定業務委託」 及び令和６ 年

度の「 祝吉第１ 号雨水幹線バイ パス外設計業務委託」 を 受注し ており 、

現地調査、 関係機関の計画資料等の収集を既に行っ ているこ と 、 また、

段階的対策における時系列を考慮し た水収支を把握し ている唯一の業者

で、 確実かつ円滑に業務遂行でき、 早期工事着手が可能と なる。

　 上記により 安心安全な市民生活の早期確保、 工期短縮、 成果品品質確

保等の観点から 、 期限内に本業務を履行可能な唯一の事業者である。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約を行う も のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年１ ０ 月２ ５ 日

契 約 金 額 ７ ， ２ ６ ０ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

６７９番 号

様式第77号（ 第161条関係）

公共管渠Ｒ ６ 第２ ９ 号　 都城市公共下水道事業計画変更等業務委託

令和６ 年度　 随意契約理由書

３



0038152

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

　 県土木事務所発注の王子橋上部工工事に伴い、 下水道用添架金具を設

置するも の

予 定 金 額 ２ ， ２ ５ ６ ， １ ０ ０ 円

福岡市中央区天神四丁目２ 番３ １ 号

日本橋梁　 株式会社　 九州営業所

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第６ 号該当

　 本工事は、 県土木事務所発注の王子橋上部工工事に伴い、 下水道用添

架金具を設置する工事である。

　 王子橋には、 下水道管を新設添架する計画であり 、 添架金具を 設置す

る必要があるが、 橋梁上部工工事と 同時に施工するこ と で既設足場を利

用するこ と が出来、 工期の短縮、 経費の縮減及び上部工工事と 連動し た

安全対策が可能である。

　 本工事を 上記事業者以外の事業者が施工するこ と は、 現場の煩雑化、

安全管理、 工程の調整、 経費削減の点から 望まし く ない。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約するも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年１ １ 月１ ３ 日

契 約 金 額 ２ ， ２ ５ ５ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

７３０番 号

様式第77号（ 第161条関係）

公共建起工R6第8号　 王子橋下水道用添架金具設置工事

令和６ 年度　 随意契約理由書

４



0038302

上下水道局　 水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －４ ２ ７ ０ （ 直通）

契 約 案 件 名
原水R6第15号　 高城浄水場外非常用発電機設備点検及び整備業務委託

案 件 の 概 要

高城浄水場外の非常用発電機について、 点検及び整備を行う も の

予 定 金 額 ４ ， ４ ６ １ ， ６ ０ ０ 円

宮崎市田代町１ ７ ０ 番１ 号

ヤンマーエネルギーシステム株式会社　 宮崎出張所

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 本業務は、 災害発生時等に使用する非常用発電機の点検・ 整備であ

る。

　 当該機器を使用する状況下では不具合の発生が許さ れないため、 当該

機器に関する知識、 動作設定等を十分に理解し ている事業者に、 本業務

の確実な履行を求める必要がある。

　 本市の競争入札参加有資格者名簿に登載さ れている市内及び県内事業

者に対象発電機全ての点検・ 整備について履行可能か問い合わせたと こ

ろ、 上記事業者１ 者のみから 、 履行可能と の回答があっ た。

　 以上の理由により 上記事業者と 随意契約を行う も のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年１ １ 月１ ３ 日

契 約 金 額 ４ ， ４ ６ １ ， ６ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

７４３番 号

様式第77号（ 第161条関係）

令和６ 年度　 随意契約理由書

５



0037626

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

都城浄化センタ ーのNo. 1自動除塵機が故障し ているため、 こ れを修繕す

るも の

予 定 金 額 ９ ， ２ ４ ０ ， ０ ０ ０ 円

福岡市博多区博多駅前三丁目２ 番８ 号

ク ボタ 環境エンジニアリ ング　 株式会社　 九州支店

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 自動除塵機は、 流入汚水のゴミ などを取り 除く ための装置であり 、 電

動機（ モータ ー） 、 チェ ーン及びスプロケッ ト （ 歯車） などの部品で構

成さ れる。

　 今回の主な故障箇所はスプロケッ ト であり 、 歯車の歯が欠けたこ と に

より チェ ーンの巻き上げが困難な状態である。 その結果、 機器全体に本

来発生し ない負荷が発生し 、 他の故障が誘発さ れやすい状態である。

　 自動除塵機が完全に機能停止し た場合、 ゴミ を除去できず、 流入水路

にゴミ が堆積し 、 後段の水処理設備への送水が困難と なり 、 水質事故を

引き 起こ すこ と が危惧さ れるため、 早急な修繕が必要である。

　 当該機器は大型で特殊な構造と なっ ているこ と 、 本修繕は機器の分

解・ 組立て・ 調整作業が必須であるこ と から 、 メ ーカ ー代理店し か対応

ができない。 仮に他の事業者が本修繕を行っ た場合、 修繕後の性能保証

が得ら れないおそれがある。

　 修繕対応の可否について県内代理店及び過去に当該設備の修繕実績が

ある県外代理店に確認し たと こ ろ、 上記事業者が唯一、 対応可能と 回答

があっ た。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約するも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年１ １ 月１ ９ 日

契 約 金 額 ９ ， ２ ４ ０ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

７２９番 号

様式第77号（ 第161条関係）

公共処理場R6第19号　 都城浄化センタ ーNo. 1自動除塵機修繕

令和６ 年度　 随意契約理由書

６



0038403

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

中央終末処理場に設置さ れているNo. ２ 消化ガスタ ンク の修繕を行う も

の

予 定 金 額 ９ ， １ ８ ５ ， ０ ０ ０ 円

延岡市土々呂町六丁目１ ６ ３ ３ 番地

清本鉄工　 株式会社

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 今回修繕を行う No. ２ 消化ガスタ ンク は、 中央終末処理場において、

汚泥を消化する際に発生し たガスを貯留し 、 ボイ ラ ー稼動時にガスを供

給するための重要な設備である。

　 当該施設は２ つの消化ガスタ ンク があるが、 そのう ちNo. ２ 消化ガス

タ ンク 内部の配管に不具合が発生し たため、 No. ２ ガスタ ンク の機能を

停止し ている。

　 現在は、 No. １ 消化ガスタ ンク のみで運転し ている状態であるが、 仮

にNo. １ 消化ガスタ ンク も 機能停止し た場合、 汚泥処理ができなく な

り 、 水質事故を引き起こ すこ と と なるため、 早急な修繕が必要である。

　 また当該設備の修繕に当たっ ては、 ガスタ ンク 内での作業が発生する

ため、 専門的な工法が必要である。

　 同工法の実績があり 、 かつ、 早急に対応可能か、 本市名簿登録事業者

の市内業者及び県内業者に確認し たと こ ろ、 上記事業者のみが対応が可

能であっ た。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約するも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年１ ２ 月４ 日

契 約 金 額 ９ ， １ ３ ０ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

７５４番 号

様式第77号（ 第161条関係）

公共処理場R6第21号　 中央終末処理場No. 2ガスタ ンク 配管修繕

令和６ 年度　 随意契約理由書

７



0039230

上下水道局　 水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －４ ２ ７ ０ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

菖蒲原浄水場系7号井戸の水中ポンプ修繕

予 定 金 額 １ ， ５ １ ５ ， ７ ６ ７ 円

都城市乙房町１ ９ ５ 番地２

日本水源工業　 株式会社

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 本修繕は、 故障し た水中ポンプの修繕を行う も のです。

　 本修繕の施工に当たっ ては、 地下水や井戸及び取水設備を統合的に理

解し 、 施工後の試運転等でも 総合的に修繕の結果が確認できるこ と が必

要です。

　 また、 ト ラ ブル等があっ た場合は、 浄水施設の運転に甚大な影響を 及

ぼすおそれがあり 、 住民サービスの低下に直結するため、 正確かつ確実

な施工が求めら れます。

　 こ の点、 上記事業者は、 井戸の専門事業者であり 、 当該ポンプの更新

工事の受注者でも あるため、 現場にも 精通し ており 、 施工後の試運転調

整までスムーズに行えます。

　 仮に他事業者が本修繕を行っ た場合、 ポンプ更新工事の受注者と 修繕

事業者が混在するこ と になり 、 ト ラ ブルの際の責任の所在が不明確にな

り 、 メ ーカ ーの保証が受けら れなく なるおそれも あり ます。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約をし よう と するも のです。

契 約 締 結 日 令和６ 年１ ２ 月１ ９ 日

契 約 金 額 １ ， ５ ０ ７ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

７９５番 号

様式第77号（ 第161条関係）

原水R６ 第２ ３ 号　 菖蒲原浄水場系７ 号井水中ポンプ修繕

令和６ 年度　 随意契約理由書

８


